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Interview

右／阿蘇くまもと空港に設置されているオリジナル
のペットボトル回収ボックス

1年間のペットボトル回収量

町内119.3トン

（2023年度）

空港　　18.8トン

（2023年5月25日～2024年5月24日）

益城クリーンセンターで
の選別作業
上／手作業でふたを取る
右／ペットボトルをつぶ
して再生処理事業者へ

ン
セ
ン
タ
ー
に
運
び
込
ま
れ
、
手

作
業
で
選
別
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で

活
躍
し
て
い
る
の
が
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
た
ち
。
10

人
が
２
班
に
分
か
れ
、
一
つ
一
つ

ふ
た
を
取
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
対

象
で
な
い
も
の
や
汚
れ
が
強
い
も

の
な
ど
を
取
り
除
い
た
後
、
機
械

で
つ
ぶ
し
固
め
、
水
俣
市
の
再
生

処
理
事
業
者
へ
引
き
渡
し
ま
す
。

　
再
生
処
理
事
業
者
に
よ
っ
て
粉

砕
・
洗
浄
、
再
商
品
化
製
品
利
用

事
業
者
に
よ
っ
て
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

に
再
生
さ
れ
、
国
内
で
循
環
し
て

い
ま
す
。

　

益
城
町
は
、
令
和
4
年
11
月
、

嘉
島
町
、
西
原
村
と
共
に
サ
ン
ト

リ
ー
グ
ル
ー
プ
と
ボ
ト
ル
ｔ
ｏ
ボ

ト
ル
に
関
す
る
協
定
を
結
び
、
各

家
庭
か
ら
回
収
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
再
生
す
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
令

和
5
年
6
月
に
は
、
阿
蘇
く
ま
も

と
空
港
を
運
営
す
る
熊
本
国
際
空

港
㈱
、
サ
ン
ト
リ
ー
グ
ル
ー
プ
と

も
協
定
を
締
結
し
、
空
港
で
回
収

し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
も
同
様
に
リ

サ
イ
ク
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
各
家
庭
や
空
港
か
ら
回
収
し
た

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
益
城
ク
リ
ー

　
日
本
が
世
界
に
誇
る
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
で
、
近
年
注

目
を
集
め
て
い
る
新
た
な
取
り
組

み
が「
ボ
ト
ル
ｔ
ｏ
ボ
ト
ル
」水
平

リ
サ
イ
ク
ル
。
使
用
済
み
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
新
た
な
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

へ
再
生
す
る
ボ
ト
ル
ｔ
ｏ
ボ
ト
ル

は
、
資
源
の
有
効
利
用
や
二
酸
化

炭
素
排
出
抑
制
の
点
か
ら
も
理
想

的
な
リ
サ
イ
ク
ル
手
法
で
す
。

　
２
０
２
２
年
度
、
国
内
で
販
売

さ
れ
た
指
定
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
う

ち
、
ボ
ト
ル
ｔ
ｏ
ボ
ト
ル
で
リ
サ

イ
ク
ル
さ
れ
た
の
は
29
％
※
で
、

前
年
比
約
9
％
増
加
し
ま
し
た
。

※�

出
典
：
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
協

議
会「
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
リ
サ
イ
ク
ル
年
次
報

告
書
２
０
２
３
」

使
用
済
み
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

再
び
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に

ボ
ト
ル
ｔ
ｏ
ボ
ト
ル

町
や
空
港
で
も

ふたと
ラベルを
外して
すすいでね！

　阿蘇くまもと空港では、ピクトグラムの表示で分別
を促すオリジナル回収ボックスを 9 カ所に設置し、協
定締結に先駆け、2023 年 5 月 25 日から回収を始め
ました。ボトル to ボトルは、空港が重要課題として
いる「環境への配慮」の解決にも寄与できる取り組みで
す。循環型社会の実現に向け、空港をご利用いただく
お客さまや、空港で働く全ての人の目に留まることで、
環境意識の向上につなげたいと考えています。

オリジナルボックスで
環境意識の向上を

熊本国際空港株式会社

総務・経理部　大
おお
串
ぐし
えりさん
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